
(57)【要約】

　【課題】本発明は、溶接ワイヤの安定送給を実現する

と共に、接続ケーブル・ホースの外部設備への干渉を回

避するアーク溶接ロボットを提供することを目的とする

。

　【解決手段】ワイヤ送給装置を保持し中空部を設けた

回転パイプシャフトにより揺動可能とし、接続ケーブル

または／およびガス用ホースを回転パイプシャフトの中

空部に通し、前腕部からベース部内を通すようにしたロ

ボット本体と、ワイヤ送給装置と接続ケーブル・ホース

の接続部から回転パイプシャフトに至るまでの経路にお

ける接続ケーブル・ホースを保護するための保護カバー

を備えた。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
予 め 設 定 さ れ た プ ロ グ ラ ム ま た は 手 動 操 作 に よ る 動 作 パ タ ー ン で 動 作 し 溶 接 を 行 な う ア ー
ク 溶 接 ロ ボ ッ ト で あ っ て 、 動 作 制 御 さ れ る ロ ボ ッ ト 本 体 と 、 溶 接 ワ イ ヤ を 送 給 す る ワ イ ヤ
送 給 装 置 と 、 前 記 ワ イ ヤ 送 給 装 置 を 前 記 溶 接 ワ イ ヤ の 送 給 方 向 と 略 同 一 方 向 の 回 転 面 で の
回 転 を 可 能 に 前 記 ロ ボ ッ ト 本 体 に 保 持 す る 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト と 、 溶 接 を 実 行 す る た め に
必 要 な ケ ー ブ ル 線 お よ び ／ ま た は ガ ス 用 ホ ー ス と を 備 え 、 前 記 ケ ー ブ ル 線 お よ び ／ ま た は
前 記 ホ ー ス を 前 記 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト の 中 空 部 に 通 し 、 前 記 ロ ボ ッ ト 本 体 の ベ ー ス 部 内 を
通 す よ う に し た ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
ワ イ ヤ 送 給 装 置 は 、 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト を 介 し て 、 ロ ボ ッ ト 本 体 の 前 腕 部 に 回 転 可 能 に 保
持 さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
ケ ー ブ ル 線 お よ び ／ ま た は ホ ー ス は 、 溶 接 電 源 供 給 用 、 溶 接 ア シ ス ト ガ ス の 開 閉 信 号 用 、
ワ イ ヤ 送 給 装 置 電 源 供 給 用 、 前 記 溶 接 ア シ ス ト ガ ス 供 給 用 の 少 な く と も １ つ を 含 む 請 求 項
１ ま た は ２ 記 載 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
ワ イ ヤ 送 給 装 置 を 覆 う 保 護 カ バ ー を 備 え た 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の ア ー ク 溶 接
ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ワ イ ヤ 送 給 装 置 か ら 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト ま で の ケ ー ブ ル 線 お よ び ／ ま た は ホ ー ス と を
覆 う 保 護 カ バ ー を 備 え た 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト 。

　
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 生 産 に 代 表 さ れ る 溶 接 作 業 ラ イ ン に は ６ 軸 関 節 型 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト が 多 用 さ
れ て お り 、 近 年 に な っ て 、 生 産 性 を 高 め る 為 に 高 速 ・ 高 品 質 な 溶 接 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 高 速 ・ 高 品 質 の ア ー ク 溶 接 を 行 う に は 、 安 定 し た 溶 接 ワ イ ヤ の 送 給 を 行 う こ と が 必 要 で
あ り 、 従 来 で は 、 溶 接 ワ イ ヤ を ガ イ ド す る コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル の 曲 率 を 減 少 す る 方 向 へ と
変 位 可 能 に ワ イ ヤ 送 給 装 置 を ロ ボ ッ ト 本 体 に 取 り 付 け る 構 成 と し た 取 り 付 け 部 材 を 採 用 し
、 溶 接 ワ イ ヤ の 送 給 抵 抗 を 低 減 し て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 、 上 記 従 来 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト を 示 す 外 観 図 で あ る 。 ロ ボ ッ ト 本 体 １ ０ １ は 生
産 ラ イ ン （ 図 示 せ ず ） に 設 置 す る ベ ー ス 部 １ ０ １ ａ と 、 ベ ー ス 部 １ ０ １ ａ 上 部 に 取 り 付 け
ら れ 、 水 平 回 転 す る 旋 回 部 １ ０ １ ｂ と 、 旋 回 部 １ ０ １ ｂ に 取 り 付 け ら れ 前 後 方 向 に 揺 動 す
る 上 腕 部 １ ０ １ ｃ と 、 上 腕 部 １ ０ １ ｃ に 取 り 付 け ら れ 上 下 方 向 に 揺 動 す る 前 腕 部 １ ０ １ ｄ
と 、 前 腕 部 １ ０ １ ｄ に 取 り 付 け ら れ た ３ 自 由 度 を 持 つ 手 首 部 １ ０ １ ｅ で 構 成 さ れ る 。 ベ ー
ス 部 １ ０ １ ａ と 旋 回 部 １ ０ １ ｂ と 上 腕 部 １ ０ １ ｃ と 前 腕 部 １ ０ １ ｄ の 各 動 作 に よ り 手 首 部
１ ０ １ ｅ に 取 り 付 け ら れ た 溶 接 ト ー チ １ ０ ２ の 位 置 決 め を 行 い 、 手 首 部 １ ０ １ ｅ の 動 作 に
よ っ て 溶 接 ト ー チ １ ０ ２ の 方 向 付 け を 行 う こ と で 、 自 在 な 姿 勢 で ア ー ク 溶 接 が 行 え る 。 １
０ ５ は ワ イ ヤ 送 給 装 置 で あ り 、 取 り 付 け 部 材 １ ０ ６ に 取 り 付 け ら れ 、 生 産 ラ イ ン に 設 置 さ
れ た ワ イ ヤ 供 給 源 １ ０ ４ か ら 溶 接 ワ イ ヤ １ ０ ３ を 溶 接 ト ー チ １ ０ ２ に 供 給 す る 。 １ ０ ７ は
コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル で あ り 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 １ ０ ５ と 溶 接 ト ー チ １ ０ ２ と を つ な ぐ コ ン ジ
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ッ ト ケ ー ブ ル 前 部 １ ０ ７ ａ と 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 １ ０ ５ と ワ イ ヤ 供 給 源 １ ０ ４ と を つ な ぐ コ
ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 後 部 １ ０ ７ ｂ と で 構 成 さ れ る 。 溶 接 ワ イ ヤ １ ０ ３ は コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル
１ ０ ７ の 内 部 を 通 っ て ワ イ ヤ 送 給 装 置 １ ０ ５ で 溶 接 箇 所 （ 図 示 せ ず ） へ と 送 り 出 さ れ る 。
ワ イ ヤ 送 給 装 置 １ ０ ５ に は 、 溶 接 電 源 供 給 用 、 溶 接 ア シ ス ト ガ ス の 開 閉 信 号 用 、 ワ イ ヤ 送
給 装 置 電 源 供 給 用 、 前 記 溶 接 ア シ ス ト ガ ス 供 給 用 の 接 続 ケ ー ブ ル ・ ホ ー ス １ ０ ９ が 取 り 付
け ら れ 、 溶 接 電 源 （ 図 示 せ ず ） ・ ガ ス 供 給 源 （ 図 示 せ ず ） ・ 外 部 制 御 装 置 （ 図 示 せ ず ） 等
に 直 接 接 続 さ れ て い る 。 ３ ０ １ は 回 転 シ ャ フ ト で あ り 、 取 り 付 け 部 材 １ ０ ６ と 前 腕 部 １ ０
１ ｄ と の 間 に 取 り 付 け ら れ 前 後 方 向 に 回 転 し 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 １ ０ ５ が 前 後 方 向 に 揺 動 可
能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト に つ い て 、 そ の 動 作 を 説 明 す る 。 ロ ボ ッ ト
本 体 １ ０ １ 各 部 の 姿 勢 変 化 に よ っ て 溶 接 ト ー チ １ ０ ２ が 後 方 へ 変 位 し て ワ イ ヤ 送 給 装 置 に
接 近 し た 場 合 、 湾 曲 し た コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 前 部 １ ０ ７ ａ に 曲 率 を 大 き く な る よ う に 変 形
さ せ る 力 が 作 用 す る が 、 コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 前 部 １ ０ ７ ａ は 曲 率 を 小 さ く す る よ う な 復 元
力 （ 反 力 ） に よ り ワ イ ヤ 送 給 装 置 １ ０ ５ を 後 方 へ と 揺 動 し 、 コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 前 部 １ ０
７ ａ は 小 さ い 曲 率 を 保 つ 。 溶 接 ワ イ ヤ １ ０ ３ は こ の よ う な コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル １ ０ ７ の 内
部 を 通 る の で 変 形 が 抑 止 さ れ 、 安 定 し た ワ イ ヤ 送 給 が 行 え る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ５ ７ ６ ４ ８ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 記 し た 従 来 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト は 、 ロ ボ ッ ト 本 体 の 姿 勢 及 び ワ イ ヤ 送 給 装
置 の 揺 動 に よ り 接 続 ケ ー ブ ル ・ ホ ー ス が 振 り 回 さ れ る 為 、 外 部 設 備 と 干 渉 し 破 損 す る 、 あ
る い は 干 渉 を 避 け る 為 に 外 部 機 器 と ロ ボ ッ ト 本 体 と の 距 離 を 充 分 に と る た め の 余 分 な 設 置
ス ペ ー ス を 必 要 と す る と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 溶 接 ワ イ ヤ の 安 定 送 給 を 実 現 す る と 共 に 、 接 続 ケ ー ブ ル ・ ホ ー ス の 外 部 設 備
へ の 干 渉 を 回 避 す る ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 動 作 制 御 さ れ る ロ ボ ッ ト
本 体 と 、 溶 接 ワ イ ヤ を 送 給 す る ワ イ ヤ 送 給 装 置 と 、 前 記 ワ イ ヤ 送 給 装 置 を 前 記 溶 接 ワ イ ヤ
の 送 給 方 向 と 略 同 一 方 向 の 回 転 面 で の 回 転 を 可 能 に 前 記 ロ ボ ッ ト 本 体 に 保 持 す る 回 転 パ イ
プ シ ャ フ ト と 、 溶 接 を 実 行 す る た め に 必 要 な ケ ー ブ ル 線 お よ び ／ ま た は ガ ス 用 ホ ー ス と を
備 え 、 前 記 ケ ー ブ ル 線 お よ び ／ ま た は 前 記 ホ ー ス を 前 記 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト の 中 空 部 に 通
し 、 前 記 ロ ボ ッ ト 本 体 の ベ ー ス 部 内 を 通 す よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト は 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 は 、 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト を 介
し て 、 ロ ボ ッ ト 本 体 の 前 腕 部 に 回 転 可 能 に 保 持 さ れ る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト は 、 ケ ー ブ ル 線 お よ び ／ ま た は ホ ー ス は 、 溶 接 電 源
供 給 用 、 溶 接 ア シ ス ト ガ ス の 開 閉 信 号 用 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 電 源 供 給 用 、 前 記 溶 接 ア シ ス ト
ガ ス 供 給 用 の 少 な く と も １ つ を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト は 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 と 、 前 記 ワ イ ヤ 送 給 装 置 か ら
回 転 パ イ プ シ ャ フ ト ま で の ケ ー ブ ル 線 お よ び ／ ま た は ホ ー ス と を 覆 う 保 護 カ バ ー を 備 え た
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 は コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル の 曲 率 を 小 さ く 保 つ こ と に よ り 安 定 し た ワ
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イ ヤ 送 給 を 行 え る と 共 に 、 接 続 ケ ー ブ ル ・ ホ ー ス の 振 り 回 し が な く な る こ と で 外 部 機 器 と
の 干 渉 に よ る 破 損 を な く す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト を 示 す 外 観 図 で あ る 。 ま た 図 ２
は ワ イ ヤ 供 給 装 置 部 分 を 拡 大 し て 示 し た 断 面 図 で あ る 。 な お 図 ２ は 、 図 １ 中 の Ａ － Ａ 断 面
を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 本 発 明 は 、 ワ イ ヤ 供 給 装 置 の 部 分 に 特 徴 を 有 す る も の で あ り 、 溶 接 ロ ボ ッ ト の 動 作
や 溶 接 方 法 に つ い て は 既 に 説 明 し た 従 来 例 と 同 じ で あ る が 、 こ こ で 再 度 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ロ ボ ッ ト 本 体 １ は 、 生 産 ラ イ ン に 設 置 す る ベ ー ス
部 １ ａ と 、 そ の 上 部 に 取 り 付 け ら れ て 水 平 回 転 す る 旋 回 部 １ ｂ と 、 そ の 旋 回 部 １ ｂ に 取 り
付 け ら れ 前 後 方 向 に 揺 動 す る 上 腕 部 １ ｃ と 、 上 腕 部 １ ｃ に 取 り 付 け ら れ 上 下 方 向 に 揺 動 す
る 前 腕 部 １ ｄ と 、 前 腕 部 １ ｄ に 取 り 付 け ら れ た ３ 自 由 度 を 持 つ 手 首 部 １ ｅ と で 構 成 さ れ る
。 そ し て ベ ー ス 部 １ ａ と 旋 回 部 １ ｂ と 上 腕 部 １ ｃ と 前 腕 部 １ ｄ の 各 動 作 に よ り 手 首 部 １ ｅ
に 取 り 付 け ら れ た 溶 接 ト ー チ ２ の 位 置 決 め を 行 い 、 手 首 部 １ ｅ の 動 作 に よ っ て 溶 接 ト ー チ
２ の 方 向 付 け を 行 う こ と で 、 自 在 な 姿 勢 で ア ー ク 溶 接 が 行 え る 。 　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 詳 細 は 省 略 す る が 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト は 、 予 め 設 定 さ れ
た プ ロ グ ラ ム ま た は 手 動 操 作 に よ る 動 作 パ タ ー ン で 動 作 す る も の で 、 こ の 溶 接 ロ ボ ッ ト お
よ び 溶 接 ト ー チ を 一 体 で 制 御 す る 装 置 と シ ス テ ム を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た ５ は ワ イ ヤ 送 給 装 置 で あ り 、 生 産 ラ イ ン に 設 置 さ れ た ワ イ ヤ 供 給 源 ４ か ら 溶 接 ワ イ
ヤ ３ を 溶 接 ト ー チ ２ に 供 給 す る 。 そ し て ７ は コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル で あ り 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置
５ と 溶 接 ト ー チ ２ と を つ な ぐ コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 前 部 ７ ａ お よ び 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ と ワ
イ ヤ 供 給 源 ４ と を つ な ぐ コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 後 部 ７ ｂ か ら な る 。 そ し て 溶 接 ワ イ ヤ ３ は コ
ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル ７ の 内 部 を 通 っ て ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ で 溶 接 ト ー チ ２ の 方 向 、 す な わ ち 溶
接 す る 箇 所 へ と 送 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 特 徴 と す る ワ イ ヤ 送 給 装 置 部 分 に つ い て 図 １ お よ び 図 ２ を 用 い て 詳 細 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ は 、 保 護 カ バ ー １ ０ に 覆 わ れ 、 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト
８ を 介 し て ロ ボ ッ ト 本 体 １ の 前 腕 部 １ ｄ に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ て い る 。 図 ２ は 、 こ の 部 分
の 詳 細 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 で 示 し て い る 。 図 ２ の 断 面 で 示 す よ う に 回 転 パ
イ プ シ ャ フ ト ８ に は 中 空 部 ８ ａ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て こ の 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト ８ は 、
取 り 付 け 部 材 ６ と 一 体 で あ り 、 ベ ア リ ン グ 機 構 ８ ｂ を 介 し て 前 腕 部 １ ｄ に 回 転 自 在 に 取 り
付 け ら れ 、 回 転 中 心 軸 ８ ｃ を 回 転 中 心 と し て 回 転 す る 。 す な わ ち ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ は 、 ワ
イ ヤ を 送 給 す る 方 向 と 略 同 一 面 を 回 転 面 と し て 自 在 に 回 転 可 能 と し て い る 。 な お こ の 回 転
方 向 は 、 図 １ 中 の 矢 印 Ｂ で 示 す 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ に は 、 溶 接 電 源 供 給 用 、 溶 接 ア シ ス ト ガ ス の 開 閉 信 号 用 、 ワ イ
ヤ 送 給 装 置 電 源 供 給 用 、 前 記 溶 接 ア シ ス ト ガ ス 供 給 用 の ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス ９ が 取
り 付 け ら れ 、 中 空 部 ８ ａ か ら 前 腕 部 １ ｄ 内 部 へ と 通 り 、 ベ ー ス 部 １ ａ よ り 外 部 へ と 通 さ れ
、 溶 接 電 源 （ 図 示 せ ず ） ・ ガ ス 供 給 源 （ 図 示 せ ず ） ・ 外 部 制 御 装 置 （ 図 示 せ ず ） 等 に 接 続
さ れ て い る 。 ま た １ ０ は 保 護 カ バ ー で あ り 、 取 り 付 け 部 材 ６ に 取 り 付 け ら れ 、 ワ イ ヤ 送 給
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装 置 ５ と 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ と 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト ８ 間 の ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス ９ を
覆 う 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ を 備 え た ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト に つ い て 、 そ の
動 作 を 説 明 す る 。 ま ず 、 ロ ボ ッ ト 本 体 １ 各 部 の 姿 勢 変 化 に よ っ て 溶 接 ト ー チ ２ が 後 方 へ 変
位 し て ワ イ ヤ 送 給 装 置 に 接 近 し た 場 合 、 そ の 動 作 に よ り 、 湾 曲 し た コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 前
部 ７ ａ に 、 そ の 曲 率 が 大 き く な る 力 が 作 用 し 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 前
部 ７ ａ が 大 き く 湾 曲 す る 。 そ の 状 態 に な る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 前
部 ７ ａ は 曲 率 が 小 さ く な る よ う に 復 元 力 （ 反 力 ） が 作 用 し 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ は 後 方 矢 印
Ｃ の 方 向 に 回 転 し 、 コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル 前 部 ７ ａ は 小 さ い 曲 率 を 保 つ よ う に は た ら く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス ９ は ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ か ら 、 保 護 カ バ ー １ ０ ・ 回 転 パ
イ プ シ ャ フ ト ８ ・ ロ ボ ッ ト 本 体 １ の そ れ ぞ れ 内 部 を 通 っ て 、 動 作 の な い ベ ー ス 部 １ ａ か ら
生 産 ラ イ ン に 固 定 さ れ た 状 態 で 溶 接 電 源 （ 図 示 せ ず ） ・ ガ ス 供 給 源 （ 図 示 せ ず ） ・ 外 部 制
御 装 置 （ 図 示 せ ず ） 等 へ 接 続 さ れ る 。 す な わ ち ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス ９ の 振 り 回 し を
無 く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル ７ の 曲 率 を 小 さ く 保 つ こ と に
よ り 安 定 し た ワ イ ヤ 送 給 を 行 え る と 共 に 、 ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス ９ の 振 り 回 し が な く
な る こ と で 外 部 機 器 と の 干 渉 に よ る 破 損 を な く す こ と が で き る 。
な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ワ イ ヤ 供 給 源 ４ は 、 生 産 ラ イ ン に 設 置 す る と し た が 、 旋
回 部 １ ｂ 、 上 腕 部 １ ｃ 、 前 腕 部 １ ｄ 、 お よ び 取 り 付 け 部 材 ６ の い ず れ に 取 り 付 け て も よ い
。 ま た 、 保 護 カ バ ー １ ０ は ワ イ ヤ 送 給 装 置 ５ と ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス ９ の 両 方 を 覆 う
形 状 と し た が 、 ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス ９ の み を 覆 う 形 状 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス ９ の 両 方 と も ロ ボ ッ ト 本 体 １ 内 に 通 す と し た が 、 い ず
れ か 一 方 で あ っ て も 効 果 を 得 る こ と は で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト は 、 安 定 し た ワ イ ヤ 送 給 を 行 う こ と に よ り 高 速 ・ 高 品 質 な
ア ー ク 溶 接 を 行 う こ と が で き 、 か つ ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス を ロ ボ ッ ト 本 体 内 部 に 収 納
す る こ と に よ り 外 部 設 備 と の 干 渉 を 回 避 し 余 分 な 設 置 ス ペ ー ス を 省 く こ と が で き 、 ア ー ク
溶 接 生 産 ラ イ ン の 生 産 性 向 上 と 省 ス ペ ー ス 化 が 行 え る の で 産 業 上 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト の 実 施 の 形 態 １ に お け る 外 観 図
【 図 ２ 】 ワ イ ヤ 送 給 装 置 を ロ ボ ッ ト 本 体 へ の 取 り 付 け た 状 態 の 断 面 図
【 図 ３ 】 溶 接 ト ー チ ２ が 後 方 へ 変 位 し た ロ ボ ッ ト の 状 態 を 示 す 第 １ の 図
【 図 ４ 】 溶 接 ト ー チ ２ が 後 方 へ 変 位 し た ロ ボ ッ ト の 状 態 を 示 す 第 ２ の 図
【 図 ５ 】 従 来 の ア ー ク 溶 接 ロ ボ ッ ト を 示 す 外 観 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 　 ロ ボ ッ ト 本 体
１ ａ 　 ベ ー ス 部
１ ｄ 　 前 腕 部
３ 　 　 溶 接 ワ イ ヤ
５ 　 　 ワ イ ヤ 送 給 装 置
８ 　 　 回 転 パ イ プ シ ャ フ ト
８ ａ 　 中 空 部
９ 　 　 ケ ー ブ ル 線 ・ ガ ス 用 ホ ー ス

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-7256 A 2006.1.12



１ ０ 　 保 護 カ バ ー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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